


【感度・特異度について】 
感度 ・・・実際に染色体異常があった子供が、事前の検査で陽性と出る確率のことです。 

特異度・・・実際に染色体異常がなかった子供が、事前の検査で陰性と出る確率のことです。 

感度97.4%の場合、実際に染色体異常があった子供1000人のうち、事前の検査で、染色体異常

があると出る人数が974人ということになります。1000人中26人は染色体異常がなしと出てし

まう確率となります。 

特異度99.6%の場合、実際に染色体異常がなかった子供1000人のうち、事前の検査で、染色体

異常がないと出る人数が996人ということになります。1000人中4人は染色体異常があると出

てしまう確率となります。 

 

【陽性・陰性的中率について】 
陽性的中率とは、事前の検査結果で陽性と出た場合、実際に染色体異常がある確率となり、陰

性的中率とは、検査結果に陰性と出た場合、実際に染色体異常がない確率を示すものです。 

感度・特異度は、陽性的中率、陰性的中率とは異なります。 

 

例：20代の場合、21トリソミーについて 

陽性的中率：約50％前後 

（※検査結果で陽性、半数が実際は陰性） 

陰性的中率：約99.99％ 

（※検査結果で陰性、0.01%が実際は陽性） 

 

例：35歳以上の場合、21トリソミーについて 

陽性的中率：約90％前後 

（※検査結果で陽性、約10％前後が実際は陰性） 

陰性的中率：約99.99％ 

（※検査結果で陰性、0.01%が実際は陽性） 

 

※同じ検査でも検査を受ける集団のうち異常がある人の比率で陽性的中率と陰性的

中率は変化します。特に陽性的中率は大きく変動します。 

 


